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第１章 はじめに 

１－１ 計画策定の趣旨 

近年の地域公共交通を取り巻く環境は、人口減少、少子高齢化の進行、自家用車の普及

など社会情勢の変化に伴う利用者の減少や、慢性的な人手不足による運転手の高齢化、さ

らには、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う利用者の大幅な減少など、極めて厳しい

状況となっている。 

こうした中、地域の公共交通を維持・存続していくためには、交通事業者の経営努力の

みならず行政、住民、団体、企業など、地域全体が課題をあらためて認識するとともに、

地域一体となった利用促進の取組が必要である。 

また、国の動向では、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律等の一部を改正する

法律が、令和 2 年（2020 年）6 月 3 日に公布、同年 11 月 27 日に施行され、全ての地方

公共団体において地域交通に関する基本計画となる地域公共交通計画の策定が努力義務

化された。 

このような背景のもと、関連計画との整合性も図りながら、釧路・根室地域における持

続可能な将来の交通体系を構築するため計画を策定する。 

 

１－２ 計画の区域 

本計画の対象区域は、北海道釧路総合振興局管内及び北海道根室振興局管内（以下「釧

路・根室地域」という。）全域とする。 

 

１－３ 計画の期間 

令和５年度（2023 年度）から令和９年度（2027 年度）の 5 年間を計画期間とする。 

なお、目標の達成状況を毎年度確認することとし、目標達成のための施策・事業につい

て適宜見直した上で、その状況に応じて延⾧することも可能とする。 
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第２章 関連する法律・計画等及び本計画の位置づけ 

 本計画は、公共交通に係る法律、上位・関連計画や国・北海道の指針のほか、各市町村が

策定している関連計画と整合性を図りながら策定する。 

 

２－１ 関連する法律・計画等 

（１）地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（令和２年（2020 年）11 月 27 日改正） 

法の目的 地域旅客運送サービスの持続可能な提供の確保に資するよう地域公共交通の活

性化及び再生のための地域における主体的な取組及び創意工夫を推進し、個性豊

かな活力に満ちた地域社会の実現に寄与すること 

法の概要 （１）地域が自らデザインする地域の交通 

○地方公共団体による「地域公共交通計画」の作成 

 ・「地域公共交通計画」の作成を努力義務化 

 ・従来の公共交通サービスに加え、地域の多様な輸送資源（自家用有償旅客

運送、福祉有償運送、スクールバス等）も計画に位置づけ 

 ・定量的な目標（利用者数、収支等）の設定、毎年度の評価等 

○地域における協議の促進 

（２）地域の移動ニーズにきめ細かく対応できるメニューの充実 

○輸送資源の総動員による移動手段の確保 

・維持が困難と見込まれるバス路線等について、多様な選択肢を検討・協議し、

地域に最適な旅客運送サービスを継続 

・過疎地等で市町村等が行う自家用有償旅客運送の実施の円滑化 

・貨客混載に係る手続きの円滑化 

〇既存の公共交通サービスの改善の徹底 

・利用者目線による路線・ダイヤの改善、運賃の設定等を促進 
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（２） 北海道の上位・関連計画・指針 

計画名・年次 計画内容 
○北海道総合計画 
~平成 28 年度（2016 年度）
から令和７年度（2025 年度） 

■地域で互いに支え合うまちづくりの推進 
〇買い物支援や安否確認のモデルの幅広い発信 
〇日常生活に必要不可欠な生活交通の確保 
〇街並み・景観への配慮や脱炭素化、エネルギーの地産地消、資源の域

内循環などの取組との連携 
■個性と魅力を活かし様々な連携で進める地域づくり 
〇広域連携を支える交通・情報ネットワークの形成 
■連携と交流を支える総合的な交通ネットワークの形成 
〇鉄道、航空路、航路といった基幹的な交通ネットワークや交通基盤の

充実 
〇高規格道路の整備 
〇高速交通体系の形成促進 
〇幹線やラストワンマイルでの共同輸送などの物流効率化の促進 
〇交通・物流を担う人材の確保・育成 
〇道路網や都市内交通環境の充実 
〇国をはじめ市町村や交通事業者等と緊密に連携し、地域の実情 

に応じた公共交通ネットワークの構築 
〇感染症対策を取り入れた移動における感染リスクの低減 
〇公共交通機関の安全性や感染症対策の状況を正確に利用者に伝達 
〇交通インフラ整備と自動運転やＭａａＳ等との連動 
〇交通事業者をはじめとする幅広い関係者が相互に連携・協力できる環

境を整備 
○北海道交通政策総合指針 
~平成 30 年度（2018 年度）
から令和 12 年度（2030 年度） 

＜令和 2 年度（2020 年度）までの集中的な施策（重点戦略）＞ 
①インバウンド加速化戦略 
②国際物流拡大戦略 
③シームレス交通戦略 
④地域を支える人・モノ輸送戦略 
⑤災害に強い交通戦略 

＜令和 12 年度（2030 年度）までの⾧期的な施策＞ 
①世界をつなぐ（交流人口の拡大） 
②競争と共生（ストレスのない移動） 
・圏域間の交流拡大や連携強化、地域経済の活性化、さらには地域

医療の充実など安全・安心な暮らしを守る上で、道内を高速かつ
円滑に移動・輸送できる交通ネットワークの形成・充実を図る。 

⇒主な施策： 
■交通機関相互の連携強化による利便性の高い移動の実現 
 -交通モード間の連携による移動の円滑化 

   -積極的な交通情報の提供 
③地域を支える（安全・安心な地域社会） 
・人口減少や高齢化の進行により、事業者の経営努力だけでは公共交

通の存続や配送が困難となる可能性があることから、持続的なネ
ットワークの維持・確保に向け、関係者が連携した取組を進める。 

⇒主な施策： 
■まちづくりと連携した持続的な交通ネットワークの構築 

   -地域の暮らしを守る生活交通の確保 
   -公共交通利用の定着化 

■安定した地域交通の確保 
   -鉄道やバス路線の持続的な維持・確保 
   -地域の実情に応じたきめ細かな交通サービスの展開 
   -新幹線の並行在来線への対応 など 

④リスクに備える（防災機能の強化） 
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計画名・年次 計画内容 
○北海道交通政策総合指針 
 重点戦略 
~令和３年度（2021 年度） 
から令和７年度（2025 年度） 

＜重点戦略の構成＞ 
これまで推進してきた ５つの戦略に加え、新型コロナウイルス感染

症対策と公共交通利用の両立に向けて、各戦略横断的な「ウィズコロナ
戦略」を新たに設定するとともに、戦略毎にポストコロナを見据えた取
組の方向性を示す。 

①シームレス交通戦略 
地域に合った利便性向上に資する取組を進めるとともに、地域の

多様な輸送資源を総動員した地域の足の確保に向けた取組の検討
や、公共交通の利用定着に向けた地域全体の意識改革、さらには多様
な交通モード間の交通結節機能の充実などを図る。 

また、公共交通利用者の回復のため、公共交通機関相互が連携する
「運輸連合」に向けた検討を進めるなど、利便性が高くストレスのな
い公共交通の実現をめざす。 
②地域を支える人・モノ輸送戦略 

感染症対策を踏まえた、人・モノ・サービスの一体的・効率的な仕
組みの構築を念頭に、地域の暮らしや産業を支える安定的かつ持続
的な輸送ネットワークの確保をめざす。 
③インバウンド加速化戦略（段階的・多角的な誘客戦略） 
④国際物流拡大戦略 

貨物の集積と航空路・航路の充実による国際物流拠点の形成 
⑤災害に強い交通戦略 

災害時等にも安心できる信頼性の高い交通の実現 
⑥ウィズコロナ戦略 

感染症対策と公共交通利用の両立 
○北海道 新広域道路交通ビ
ジョン・計画 
~令和３年（2021 年）から概
ね 20~30 年間 

〇札幌都心部における交通拠点を整備するとともに、圏域中心都市や地
方部の市街地における交通結節機能の強化 

〇周遊観光の促進や物流の効率化を図るため、道の駅等を活用した輸送
拠点を構築 

〇多様なデータの蓄積・活用による道路交通に関連する課題の解消に向
けた取組の高度化 

〇新たな技術とインフラ整備を連動させた交通マネジメントの高度  
化 

〇第２期北海道創生総合戦略 
~令和２年度（2020 年度） 
から令和６年度（2024 年度） 

〇地域の実情に応じた交通ネットワークの維持・確保 
・地域の暮らしや産業経済を支える安定的かつ持続的な交通・物流ネ

ットワークの確保に向け、ＭａａＳの展開による交通の利便性向
上や、幹線やラストワンマイルでの共同輸送など、地域関係者・交
通・物流事業者等と一体となった取組を進める。 

・地域住民の交通手段として必要不可欠な鉄道やバス、離島航路・航
空路などを維持・確保するため、国や市町村との役割分担のもと、
必要な支援措置を講ずる。 

・集落の維持・活性化に資するコミュニティバスなど地域の実情に応
じた地域交通の確保のための取組を促進する。 

〇新・ほっかいどう社会資本
整備の重点化方針 
~平成 29 年度(2017 年度) 
から令和 9 年度(2027 年度) 

〇地域の特色を生かした産業の活性化 
・道内空港への国際航空路線の誘致及び空港機能の強化を図る。 

〇グローバル化に対応した活力ある社会の構築 
・広域連携を支える交通・情報ネットワークの形成を進める。 

〇持続可能な社会・経済を支える社会資本の整備 
・鉄道、航空路、航路といった基幹的な交通ネットワークや交通基盤

の充実を図る。 
・冬期間を含めた道外との安定的な高速交通アクセスを確保する。 
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計画名・年次 計画内容 
〇第 11 次北海道交通安全計
画 
~令和 3 年度(2021 年度) 
から令和 7 年度(2025 年度) 

〇公共交通機関等における一層の安全の確保 
・公共交通機関等の一層の安全を確保するため、保安監査の充実・強

化を図るとともに、事業者が社内一丸となった安全管理体制を構
築・改善する。 

〇第５期北海道観光のくにづ
くり行動計画 
~令和 3 年度(2021 年度) 
から令和 7 年度(2025 年度) 

〇観光インフラの強靱化 
・ＭａａＳ等シームレス交通の全道展開 
・鉄道の輸送機能等の充実 
・交通ネットワークの利便性向上に取り組む 
・道内観光地間を快適に移動できる二次交通の形成 

〇都市計画区域の整備、開発
及び保全の方針 

【釧路圏都市計画（釧路市・釧路町）】 
（令和２年（2020 年）12 月 15 日決定） 
＜目標年次：令和 12 年（2030 年）＞ 
〇交通体系の整備の方針 

・広域幹線道路網と都市内幹線道路、港湾及び空港等の拠点を有機
的に連絡する道路網及び公共交通機関の機能を活かした地域交通
網体系の確立を図る。 

・市民の日常生活の多岐にわたる諸活動を支えるため、交通ネット
ワークの向上を図るとともに、今後の高齢化社会の進展に対応す
るため多様な交通手段の確保に努める。 

・釧路市及び釧路町は、｢地域公共交通網形成計画｣を策定し、公共
交通網について、拠点間を結ぶ幹線道路を中心に公共交通を活性
化させ、あるいは居住地と拠点を結ぶ路線を維持していくことと
し、過度に自動車に頼ることなく、歩いて暮らせるまちの実現に
向けた取り組みを進めていることから、本計画と連携して持続可
能な公共交通網の形成を図る。 
また、複数の路線バスが通過する釧路市の昭和中央、鳥取大通、
新橋大通、春湖台、桜ケ岡及び釧路町の桂木・木場地区について
は、釧路圏内外の交通結節点として、利用環境の向上を図る。 

・釧路市は、東北海道の空の玄関口である釧路空港を有することか
ら、広域交通の利便性の向上と円滑な交通ネットワークの形成に
努める。 

 
【厚岸都市計画（厚岸町）】 
（令和２年（2020 年）10 月 30 日決定） 
＜目標年次：令和 12 年（2030 年）＞ 
〇交通体系の整備の方針 

・厚岸町では、町民の生活の足を確保するため、鉄道や路線バス等
の交通資源を有効活用しつつ、各地区の特性を踏まえた持続可能
な地域公共交通網の再構築に向け「地域公共交通網形成計画」を
策定していることから、本計画と連携して、公共交通の利用促進
のために、今後とも沿道の土地利用と連動した公共交通軸の形成
を図るとともに、交通結節点の確保・機能強化に努める。 

 
【標茶都市計画（標茶町）】 
（令和２年（2020 年）10 月 30 日決定） 
＜目標年次：令和 12 年（2030 年）＞ 
〇交通体系の整備の方針 

・公共交通の利用促進のために、沿道の土地利用と連動した公共交
通軸の形成や交通結節点の整備を進める。 
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計画名・年次 計画内容 
【弟子屈都市計画（弟子屈町）】 
（令和２年（2020 年）10 月 30 日決定） 
＜目標年次：令和 12 年（2030 年）＞ 
〇交通体系の整備の方針 

・弟子屈町では、「地域公共交通網形成計画」を策定し、公共交通
網の維持、インバウンドに対応した公共交通の確保等の検討を行
うこととしており、本計画と連携して、公共交通の利用促進のた
めに、沿道の土地利用と連動した公共交通軸の形成を図るととも
に、交通広場等における交通結節点の利便性向上及び機能強化に
努める。 

 
【白糠都市計画（白糠町）】 
（令和２年（2020 年）10 月 30 日決定） 
＜目標年次：令和 12 年（2030 年）＞ 
〇交通体系の整備の方針 

・白糠町では、将来を見据えた町の公共交通を確保・維持するため
に「地域公共交通網形成計画」を策定していることから、本計画
と連携して、公共交通の利用促進のために、今後とも沿道の土地
利用と連動した公共交通軸の形成を図るとともに、交通結節点の
確保・機能強化に努める。 

・本区域は、釧路地方の空の玄関口である釧路空港を有することか
ら、広域交通の利便性の向上と円滑な交通ネットワークの形成に
努める。 

 
【根室都市計画（根室市）】 
（令和２年（2020 年）10 月 30 日決定） 
＜目標年次：令和 12 年（2030 年）＞ 
〇交通体系の整備の方針 

・公共交通の利用促進のために、沿道の土地利用と連動した公共交
通軸の形成や交通結節点の整備を進める。 

 
【中標津都市計画（中標津町）】 
（令和２年（2020 年）10 月 30 日決定） 
＜目標年次：令和 12 年（2030 年）＞ 
〇交通体系の整備の方針 

・公共交通の利用促進のために、沿道の土地利用と連動した公共交
通軸の形成や交通結節点の整備を進める。 

・本区域は、根室地域の空の玄関口である中標津空港を有すること
から、広域交通の利便性の向上と円滑な交通ネットワークの形成
に努める。 
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＜参考＞「幹線交通・広域交通・生活圏交通」の３つの階層による 
公共交通ネットワークのイメージ 

 

幹

線

交

通 

中核都市間等を結ぶ本道の骨格となるネットワーク 

【主なモード：鉄道、航空機、都市間バス】 
・本道のさらなる発展を牽引する路線であり、交流人口や経済活動の拡充、国土強

靱化などに資するため、高速性、大量輸送を担う交通ネットワークの継続と、そ
の基盤の充実を進める。 

 

取組の 

方向性 

鉄道や航空機、都市間バスといった高速な移動手段により、相互に補完

しながら、全体として強靱なネットワークを形成 
 

 

広

域

交

通 

中核都市間や地域中心都市と周辺市町村などを結ぶネットワーク 

【主なモード：鉄道、都市間バス、乗合バス】 
・観光客の周遊促進や、通学、通院、買い物など地域住民が分散する都市機能を享

受するために必要な移動手段であり、様々な地理的条件なども踏まえながら、利
便性や接続性の向上に取り組むなど、持続的な公共交通の維持・確保や機能強化
を進める。 

 

取組の 

方向性 

地域の利用実態や今後の見込みなどを見据え、地域の中核的な都市と

の円滑な接続に配慮した利便性の高い持続的なネットワークを形成 
 

 

生

活

圏

交

通 

単一市町村・周辺エリアでの日常生活に密接した交通ネットワーク 

【主なモード：乗合バス、タクシー、デマンド型交通】※都市部では鉄道も含む 

・地域住民の日常生活に必要な移動手段であり、それぞれの地域のまちづくりの形

に応じて、きめ細やかな対応を進める。 

 

取組の 

方向性 

地域の将来ビジョンの実現に向けて、地域が主体となり、事業者と住民

などとの協働により、まちづくりと一体的に、最適な公共交通サービス

を確保 
 

 
 

 

 

出典：北海道交通政策総合指針（北海道総合政策部） 

図 2－1 北海道型公共交通ネットワークの基本イメージ 

  

幹線交通、広域交通、生活圏交通の３つの階層を基本に、一定の地理的範囲として

「道央・道南」、「道北」、「道東」の３つの交通ネットワーク形成圏を設定 
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（３） 市町村の関連計画 

① 総合計画 

市町村 計画名 計画期間 地域公共交通の位置づけ 
釧路市 釧路市まち

づくり基本
構想 

平成 30 年度
（2018 年度）
~令和９年度
（2027 年度） 

○すべての人が活躍できるまちづくり 
○自然と都市とが調和した持続可能なまちづくり 

●持続可能なまちづくり 
・持続可能な公共交通網の形成 

釧路町 第６次釧路
町総合計画 

令和 4 年度
（2022 年度）
~令和 13 年度
（2031 年度） 

○誰もが快適で安全・安心に暮らせるまち 
 ●地域公共交通の推進 
 ・地域の特性に応じた地域公共交通の構築 
 ・地域公共交通の維持・確保 

厚岸町 第 6 期厚岸
町総合計画 

令和 2 年度
（2020 年度）
~令和 11 年度
（2029 年度） 

○自然と調和し、だれもが安全・安心で快適に暮ら
せるまち 
 ●道路・公共交通 
 ・鉄道輸送の充実 
 ・バス輸送の充実 
 ・夜間における交通手段の確保 
 ・地域公共交通の担い手の確保 

浜中町 第 6 期浜中
町まちづく
り総合計画 

令和 2 年度
（2020 年度）
~令和 11 年度
（2029 年度） 

○自然を守り未来につながる住みよいまちづくり 
 ●道路・交通網の整備 
 ・公共交通網の整備 

標茶町 標茶町第 5
期総合計画 

令和 3 年度
（2021 年度）
~令和 12 年度
（2030 年度） 

○みんなが安心して暮らせるまち 
 ●道路・交通・情報通信 
 ・JR 釧網本線の維持・存続に努めるとともに、

住民のニーズにあった公共交通などのあり方
について検討を続ける 

弟子屈町 第 6 次弟子
屈町総合計
画 

令和 4 年度
（2022 年度）
~令和 11 年度
（2029 年度） 

○環境と共生する基盤の整備 
●公共交通の維持 
・バス路線の維持に努めるとともに、新たな公

共交通の確立に取り組む 
・JR 釧網本線維持活性化沿線協議会との連携に

より、路線維持に向けた取組を継続・強化 
鶴居村 第 5 次鶴居

村総合計画 
平成 30 年度
（2018 年度）
~令和 9 年度
（2027 年度） 

○ともに支え合い生き生きと暮らせるむらづくり 
●高齢者福祉 
・移動支援の充実 

○安心安全で快適に暮らせるむらづくり 
●道路・公共交通 
・バス路線の維持 
・地域公共交通の在り方の検討 

白糠町 第 8 次白糠
町総合計画 

平成 30 年度
（2018 年度）
~令和 9 年度
（2027 年度） 

○機能的で魅力ある基盤づくり~生活基盤分野 
●道路・交通ネットワークの整備 
・公共交通機関との連携を図り、住民の生活交

通の確保・維持と効率的で利便性の高い公共
交通ネットワークを形成 

根室市 第 9 期根室
市総合計画 

平成 27 年度
（2015 年度）
~令和 6 年度
（2024 年度） 

○安全・安心に暮らせる都市基盤の充実したまち 
 ●地域交通の維持確保 
 ・持続可能な市内公共交通体系の維持確保 

・交通ネットワークの充実など広域的な公共交
通の維持確保 

 ・公共交通の利用促進による交通事業者の経営
基盤強化 
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市町村 計画名 計画期間 地域公共交通の位置づけ 
別海町 第 7 次別海

町総合計画 
平成 31 年度
（2019 年度）
~令和 10 年度
（2028 年度） 

○安全に、安心して住み続けられるまち 
●道路・交通網の整備 
・公共交通機関の充実 

中標津町 第 7 期中標
津町総合計
画 

令和 3 年度
（2021 年度）
~令和 12 年度
（2030 年度） 

○住みやすいまちづくり 
 ●道路・交通網の充実 
 ・地域公共交通の効率的・効果的な運行体制の

推進の検討 

標津町 令和５年度
（2023 年
度）策定予
定 

  

羅臼町 羅臼町第７
期総合計画 

平成 28 年度
（2016 年度）
~令和５年度
（2023 年度） 

○高齢者福祉の充実 
 ・安定した交通手段の整備 
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② 地域公共交通網形成計画 

   （令和２年（2020 年）６月の一部改正前の「地域公共交通の活性化及び再生に関す

る法律」に基づく地域公共交通に関する計画） 

市町村 計画名 計画期間 地域公共交通に関する基本方針等 
釧路市 釧路市地域

公共交通網
形成計画 

平成 29
年度
（2017 年
度）~平
成 38 年
度（2026
年度） 

【基本理念】 
交通まちづくりにより、まち・ひと・くらしがつなが
り誰もが利用したくなる公共交通網の形成 
【基本方針】 
①市内拠点を中心とした公共交通軸の活性化と乗換

拠点の機能強化による持続可能な公共交通網の形
成 

②迷わず乗れる、快適に乗れる公共交通の利用環境整
備 

③公共交通と関わる意識の醸成及び機会の創出 
④交通不便地域における効率的で利便性の高い生活

交通の確保 
⑤釧路圏域の交流・連携を支える広域公共交通軸の確

保 
 

釧路市地域
公共交通再
編実施計画 

令和元年
（2019
年）9 月
策定 

【地域公共交通網再編の目標】 
市内の都市拠点を結ぶ公共交通軸の強化と乗換拠点
の充実を図り、将来に渡って持続する公共交通網を形
成する 
 

釧路町 釧路町地域
公共交通網
形成計画 

平成 30
年度
（2018 年
度）~平
成 34 年
度（2022
年度） 

【基本方針】 
町民の生活移動を支援し、まち・ひとの交流を促進す
る利便性の高い交通ネットワークの構築 
【基本目標】 
①広域幹線を含めた公共交通による生活拠点軸の構

築 
②町民の移動手段確保に向けた地域公共交通網の形

成 
③町民の公共交通に対する意識啓発を促す利用促進

策の展開 
④持続的・安定的な維持確保に向けた移動・交流施策

の適正化 
 

厚岸町 厚岸町地域
公共交通網
形成計画 

平成 30
年度
（2018 年
度）~平
成 34 年
度（2022
年度） 

【基本理念】 
生き生きと安心して暮らせる地域公共交通ネットワ
ークの構築 
【基本方針】 
①町民が安心して暮らし続けられる生活交通の確保 
②広域的な移動を支援する基幹交通の維持 
③交流拠点（交通結節点）の創出による公共交通ネッ

トワークの構築 
④高齢者及び障がい者などに配慮した移動支援施策

の充実 
⑤町民をはじめ、観光客などにもわかりやすい利用促

進施策の展開 
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市町村 計画名 計画期間 地域公共交通に関する基本方針等 
浜中町 浜中町地域

公共交通網
形成計画 

令和 2 年
度（2020
年度）~
令和 6 年
度（2024
年度） 
 

【基本理念】 
町民誰もが安心・安全に住み続けられ、町内への来訪
者との交流にも資する公共交通網の構築 
【基本方針】 
①JR 花咲線や都市間バス、霧多布厚岸線と連携した

広域生活移動の支援 
②町内公共交通の利便性向上に資する公共交通網の

構築 
③町民や観光客などを対象とした鉄道も含めた公共

交通の利用を促す利用促進策の展開 
 

弟子屈町 弟子屈町地
域公共交通
網形成計画 

令和元年
度（2019
年度）~
令和 5 年
度（2023
年度） 

【基本方針】 
環境にやさしく、生活交通と観光交通が一体となった
地域公共交通体系の構築 
①住み慣れた地域に暮らし続けることができる移動

手段の確保 
②観光やまちづくりと連携した地域公共交通の活性

化 
③地域公共交通利用促進・活性化に向けた情報発信等

の強化 
 

鶴居村 鶴居村地域
公共交通網
形成計画 

令和 2 年
度（2020
年度）~
令和 6 年
度（2024
年度） 

【基本方針】 
鶴居村に安心して暮らし続けられる公共交通体系の
構築 
①住民ニーズに応じた路線バス網の再編 
②村内における移動手段の充実 
③公共交通利用促進に向けた情報発信の強化・利便性

の向上 
 

白糠町 白糠町地域
公共交通網
形成計画 

平成 29
年度
（2017 年
度）~令
和 5 年
（2023 年
度） 

【基本理念】 
人の交流による活性化を導く機能的で魅力ある生活
交通づくり 
【基本方針】 
①市街地における利便性の高い生活交通の形成 
②山間部の地域特性を活かした持続可能な生活交通

の確保 
③地域が守り育て、将来につなぐ公共交通としての意

識の醸成 
④広域的な移動を支援する基幹交通の維持 
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２－２ 本計画の位置づけ及び本地域における公共交通の位置づけ 

（１）法律上の位置づけ及び上位計画等との関係 

  本計画は、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律第５条第１項に規定される地

域公共交通計画として策定する。また、「２－１ 関連する法律・計画等」の内容等と本

計画の関係は次のとおり。 

 

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律 

（平成 19 年（2007 年）施行（令和２年（2020 年）11 月一部改正）） 

 

 

北海道交通政策総合指針 

（平成 30 年度（2018 年度） 

～令和 12 年度（2030 年度）） 

 北海道 新広域道路交通ビジョン・計画 

（令和３年度（2021 年度）から 

概ね 20～30 年間） 

 

 

北海道釧路・根室地域公共交通計画 

（令和５年度（2023 年度）から令和９年度（2027 年度）） 

 

整合性                    整合性 

 

 

市町村の地域公共交通網形成計画 

（地域公共交通計画）（※） 

 

整 

合

性 

 

市町村の関連計画 

（まちづくりに関する総合計画など） 

 

                  

（※）法改正に伴う計画策定の努力義務化を受け、市町村等において単独で作成する計画 

図 2－2 地域公共交通計画の位置づけ 
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（２） 本地域における公共交通の位置づけ 

  「２－１ 関連する法律・計画等」の内容を踏まえた本地域における公共交通の位置づ

け及び該当する公共交通を以下のとおりとする。 

 

北海道交通政策総合指針で示される北海道型公共交通ネットワークの基本イメージ 

 

幹線交通  広域交通  生活圏交通 

中核都市間等を結ぶ本道
の骨格となるネットワー
ク 

中核都市や地域中心都市と周辺
市町村などを結ぶネットワーク 

単一市町村・周辺エリアでの
日常生活に密着した交通ネ
ットワーク 

【主なモード】 
鉄道、航空機、都市間バス 

【主なモード】 
鉄道、都市間バス、乗合バス 

【主なモード】 
乗合バス、タクシー、デマン
ド型交通 

本道のさらなる発展を牽
引する路線であり、交流人
口や経済活動の拡充、国土
強靱化などに資するため、
高速性、大量輸送を担う交
通ネットワークの継続と、
その基盤の充実を進める。 

観光客の周遊促進や、通学、通院、
買い物など地域住民が分散する
都市機能を享受するために必要
な移動手段であり、様々な地理的
条件なども踏まえながら、利便性
や接続性の向上に取り組むなど、
持続的な公共交通の維持・確保や
機能強化を進める。 

地域住民の日常生活に必要
な移動手段であり、それぞれ
地域のまちづくりの形に応
じて、きめ細やかな対応を進
める。 

 

北海道交通政策総合指針を踏まえた、本地域における各種交通の位置づけ 

 
幹線交通  広域交通  生活圏交通 

釧路市と札幌市、北見市・
網走市・帯広市を結ぶ交通
ネットワーク 

釧路市、根室市、中標津町間を結
ぶ交通ネットワーク及び釧路市、
根室市、中標津町と周辺町村を結
ぶネットワーク 

各市町村の交通ネットワー
ク及びその周辺市町村とを
結ぶ交通ネットワーク 

【該当モード】 
JR 根室線、JR 釧網線、 
航空機、都市間バス 

【該当モード】 
JR 釧網線（幹線交通を除く）、 
JR 花咲線、乗合バス、都市間バ
ス（幹線交通を除く） 

【主なモード】 
乗合バス（広域交通を除く）、
タクシー、デマンド型交通 

・中核都市間を結ぶ本道の
骨格となる交通ネットワ
ーク 

・中核都市である釧路市や地域
中心都市である根室市、中標津町
と本地域内拠点を結ぶ交通 
・通勤、通学、買い物、通院等の
地域間をまたぐ生活目的で利用 
※生活圏交通の役割も担う 
 
 

・各市町村の地区と地域内拠
点を結ぶ交通 
・地域内の買い物や通院など
の生活目的で利用 

本計画の主な対象 市町村計画で対応 

 

図 2－3 本地域における公共交通の位置づけ及び該当する公共交通 
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第３章 地域の現状と課題 

３－１ 地域の概況 

本地域は 2 市 10 町 1 村で構成され、北海道の最東端に位置しており、面積は約 14,500

㎢（北方四島を含む）で全道の 17.4％を占めている。 

世界自然遺産である知床、阿寒摩周、釧路湿原の 3 つの国立公園を有し、厚岸霧多布昆

布森国定公園、野付・風連、斜里岳の 2 つの道立自然公園を擁するなど、雄大で魅力ある

自然に恵まれた地域である。 

本地域の産業は、酪農を中心とした農業、漁業、食料品やパルプ・紙などの製造業、地

域資源を活かした観光産業等が展開されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3－1 本地域の位置図 

  

出典：釧路・根室連携地域政策展開方針（令和３年 12 月）（北海道釧路総合振興局） 
（https://www.kushiro.pref.hokkaido.lg.jp/ts/tss/tennkaihoushinn.html） 
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３－２ 地域の現状 

（１）人口推移と将来推計 

本地域の人口は、令和２年（2020 年）の国勢調査で約 29 万 4 千人であり、昭和 55 年

（1980 年）の約 40 万 6 千人をピークに減少傾向にある。 

一方、高齢化率は令和２年（2020 年）に 33.5％に達し、増加傾向である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3－2 本地域の人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：日本の地域別将来推計人口（平成 30（2018）年推計）（国立社会保障・人口問題研究所） 
    （https://www.ipss.go.jp/pp-shicyoson/j/shicyoson18/t-page.asp） 

総務省統計局 国勢調査（1980 年～2020 年） 
（https://www.stat.go.jp/data/kokusei/2020/index.html）を加工して作成 
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（２）世帯数の推移 

世帯数はゆるやかな減少傾向にあるが、単独世帯数は増加傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3－3 本地域の世帯数の推移 

 

  

出典：総務省統計局 国勢調査（2000 年～2020 年） 
（https://www.stat.go.jp/data/kokusei/2020/index.html）を加工して作成 
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（３）人口の分布状況 

  本地域の人口は各市町村の市街地に集積しているが、酪農を中心とした農業や漁業が

盛んな地域であることから、郊外部は散居形態となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：国土数値情報 500m メッシュ別将来推計人口データ（H30 国政局推計）（国土交通省） 
（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/）を加工して作成 

 図 3－4 本地域の人口分布（2015 年） 
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（４）生徒・児童数 

公共交通の主たる利用者である本地域の生徒・児童数は減少傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3－５ 本地域の生徒及び児童数 

 

  

出典：令和３年度学校基本統計速報（学校基本調査結果速報：北海道分）（北海道総合政策部） 

（https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/tuk/013sbs/）を加工して作成 
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（５）高校の通学移動の状況 

本地域においては、鶴居村を除く各市町に高等学校が設置されており、釧路市内に多数

の高校が集中している。通学移動は、釧路・根室地域の各市町村から釧路市へ通学してい

る状況がうかがえる。根室管内では近郊町村から中標津町への通学移動が多い。 

市町村の地域公共交通網形成計画によると、通勤・通学時における交通手段は、自家用

車利用（同乗含む）が 70％を越えており、バス利用は 5％～23％、ＪＲ利用は 0.8％～

8.6%となっている 

 

 

表３－１ 本地域の高校一覧 

 

 

  

振興局 所在地 区分 名称 生徒数（全日制） 

釧路 釧路市 道立 釧路湖陵 ６９４人 

釧路 釧路市 道立 釧路江南 ５９８人 

釧路 釧路市 道立 釧路商業 ４３４人 

釧路 釧路市 道立 釧路工業 ６２３人 

釧路 釧路市 道立 阿寒 ５６人 

釧路 釧路市 道立 釧路明輝 ５９７人 

釧路 釧路市 市立 釧路北陽 ４８２人 

釧路 釧路市 私立 武修館 ３５９人 

釧路 釧路町 道立 釧路東 ３４８人 

釧路 厚岸町 道立 厚岸翔洋 １３４人 

釧路 浜中町 町立 霧多布 ７８人 

釧路 標茶町 道立 標茶 ２０５人 

釧路 弟子屈町 道立 弟子屈 ７８人 

釧路 白糠町 道立 白糠 ８７人 

根室 根室市 道立 根室 ４９３人 

根室 別海町 道立 別海 ３３１人 

根室 中標津町 道立 中標津 ５２２人 

根室 中標津町 町立 中標津農業 １１３人 

根室 標津町 道立 標津 １２５人 

根室 羅臼町 道立 羅臼 １０４人 

出典：北海道学校一覧（令和２年度（2020 年度））（北海道教育委員会）
（https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ksk/chousatoukei/gakkou-ichiran/gakkou-i.html）を加工して作成 
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表３－２ 国勢調査に基づく本地域の通学移動 

 

 

 

 

  

 釧路市 釧路町 厚岸町 浜中町 標茶町 弟子屈町 鶴居村 白糠町 根室市 別海町 中標津町 標津町 羅臼町 

釧路市 ― 65 11  21   16   16   

釧路町 312 ― 4  9      2   

厚岸町 113  ―  1      2   

浜中町 34  2 ― 2    1 2 4   

標茶町 67 3   ―      1   

弟子屈町 36    5 ―     3   

鶴居村 57 1   4  ―    1   

白糠町 108       ―   2   

根室市 8  2      ― 6 4   

別海町 6    5     ― 41 4  

中標津町 15    3     9 ― 17  

標津町          1 31 ― 1 

羅臼町           3 5 ― 

出典：地域経済分析システム RESAS まちづくりマップ（R2（2020 年））国勢調査) 
（https://resas.go.jp/）を加工して作成 

移動先 

移動元 

（単位：人） 
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（６）医療機関の状況 

釧路・根室圏（第三次医療圏）は、釧路市を中心とする釧路圏（第二次医療圏）と根室

市、中標津町を中心とする根室圏（第二次医療圏）に分かれている。釧路圏においては、

第三次医療圏における救命救急センターとして高度な医療を担う市立釧路総合病院や、

小児・周産期医療を担う釧路赤十字病院などの病院がある。根室圏においては、第二次医

療圏の中核医療機関としての役割を担う市立根室病院、町立中標津病院などの病院があ

る。 

北海道医療計画によると、入院患者の圏域内自給率は、釧路医療圏で 96％、根室医療

圏で 53％となっている。根室医療圏から釧路医療圏への流動は 40％となっている。 

外来患者の圏域内自給率は、釧路医療圏で 98％、根室医療圏で 85％となっている。根

室医療圏から釧路医療圏への流動は 13％となっている。 

市町村の地域公共交通網形成計画によると、通院時における交通手段は、自家用車利用

（同乗含む）が 70％を越えており、バス利用は 1％～20％、ＪＲ利用は 0.6％～6.3%とな

っている。 

表 3－3 本地域の医療施設数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市町村 病院 
診療所 

医科 歯科 

釧路（二次医療圏） ２２ １０７ １１４ 

釧路市 １７ ８０ ８７ 

釧路町 ― １０ ９ 

厚岸町 １ ２ ５ 

浜中町 ― ２ ２ 

標茶町 １ １ ３ 

弟子屈町 ２ ５ ３ 

鶴居村 １ １ １ 

白糠町 ― ６ ４ 

根室（二次医療圏） ７ ２３ ２６ 

根室市 ３ ８ ９ 

別海町 １ ６ ４ 

中標津町 ２ ６ １０ 

標津町 １ １ ２ 

羅臼町 ― ２ １ 

出典：令和元年医療施設（動態）調査（厚生労働省） 
（https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/iryosd/19/）を加工して作成 
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表 3－4 本地域の受診動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

医療圏について 
医療圏：地域の医療需要に対応して、医療資源の適正な配置と医療供給体制の体系化を図るための地域的な単位。 
第一次医療圏（179 圏域）：住民に密着した保健指導や健康相談、「かかりつけ医」などによる初期医療等を提供

する基本的な地域単位とし、市町村の行政区域。 
第二次医療圏（21 圏域）：第一次医療圏のサービスの提供機能を広域的に支援するととともに、比較的高度で専

門性の高い医療サービスを提供し、概ね、入院医療サービスの完結を目指す地域単位。 
第三次医療圏（６圏域）：高度で専門的な医療サービスを提供する地域単位とし、「北海道総合計画」の６つの連

携地域と整合を図る。 
出典：北海道医療計画（北海道保健福祉部）

（https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/cis/iryokeikaku/aratanairyoukeikaku.html） 
 

居住圏域について 
 

北網：第二次医療圏の一つ。オホーツク総合振興局管内の東部に位置する１０市町。 
上川中部：第二次医療圏の一つ。上川総合振興局管内の中部に位置する１０市町。 
釧路：釧路総合振興局管内の市町村。 
根室：根室振興局管内の市町。 
十勝：十勝総合振興局管内の市町村。 

出典：北海道医療計画（北海道保健福祉部） 
（https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/cis/iryokeikaku/aratanairyoukeikaku.html） 

出典：北海道医療計画（平成 30 年度～平成 35 年度）（北海道保健福祉部）
（https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/cis/iryokeikaku/aratanairyoukeikaku.html）を加工して作成 
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図 3－６ 本地域の外来患者の受診動向 

 

 

  

（単位：％） 

出典：令和２年保健医療福祉圏地域連携会議資料を加工して作成 
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（７）自動車運転免許保有者数 

  本地域では、自動車運転免許の保有者数はわずかながら減少傾向にあり、全体として保

有割合は横ばいの状況であるものの、65 歳以上の高齢者の保有割合は増加傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3－７ 本地域の自動車運転免許保有者数 

 

（８）自動車保有車両数の状況 

自動車保有車両数はゆるやかな増加傾向で推移してきたが、令和２年（2020 年）は前

年に比べ減少している。本地域の一人あたりの乗用車保有車両数は、全道と比べ高い状況

にある。 

北海道が策定した釧路都市圏の都市交通マスタープラン（平成 24 年度（2012 年度））

によると、自家用車の交通手段分担率は 79％、バスや鉄道等の公共交通の分担率は 4％

程度であり、本地域は自家用車に依存している状況にあるといえる。 

また、市町村が実施した調査結果からも、本地域の交通手段は自家用車の利用が主であ

ることがうかがえる。 

 

 

 

 

出典：北海道釧路総合振興局調べ 
（運転免許統計（警察庁 https://www.npa.go.jp/publications/statistics/koutsuu/menkyo.html）） 
（北海道警察釧路方面本部釧路運転免許試験場）を加工して作成 

交通手段分担率について 
 

交通手段分担率：ある交通手段のトリップ数の全交通手段のトリップ数に占める割合。 
トリップ：人がある目的をもって、ある地点からある地点へ移動する単位。 
 

（人） 
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図 3－８ 本地域の自動車保有車両数（乗用自動車） 

 

表３－５ 乗用自動車の人口あたり保有台数・世帯あたり保有台数（令和２年（2020 年）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３－６ 釧路都市圏の交通手段分担率 

 

 

  

項目 当地域（台） 全道（台） 

世帯あたり保有台数 １．９５ １．４９ 

人口あたり保有台数 ０．９１ ０．７１ 

調査年度 徒歩 二輪 自動車 バス 鉄道 

平成 22 年度

（2010 年度） 
１３.５％ ３.９％ ７９.０％ ３.５％ ０.１％ 

出典：保有車両年報（国土交通省北海道運輸局） 
（https://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/touroku/04_siryou_toukei/toukei.html）を加工して作成 

（台） 

出典：保有車両年報（国土交通省北海道運輸局） 
（https://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/touroku/04_siryou_toukei/toukei.html） 
国勢調査（総務省統計局） 

（https://www.stat.go.jp/data/kokusei/2020/index.html）を加工して作成 

出典：平成 24 年度釧路都市圏総合都市交通体系調査報告書（計画策定編）（北海道）を加工して作成 
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表 3－７ 本地域における移動時の交通手段（通勤・通学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－８ 本地域における移動時の交通手段（通院） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 自動車 
（自分で運転） 

自動車 
（同乗） 

バス ＪＲ 

釧路市（夏） ６３.２ ７.９ １６.８ １.８ 

釧路市（冬） ６３.７ ９.３ １８.５ １.６ 

釧路町（夏） ７４.７ １７.５ ５.７ ０.８ 

釧路町（冬） ７５.１ １７.４ ７.９ ０.９ 

厚岸町（夏） ７２.２ ９.５ ８.４ ４.７ 

厚岸町（冬） ７２.４ １０.１ １０.１ ５.８ 

浜中町 ６４.４ ９.０ ９.６ ３.５ 

白糠町（夏） ６１.１ １８.８ ２２.８ ７.９ 

白糠町（冬） ６１.１ １９.９ ２３.１ ８.６ 

中標津町 ８２.９ ７.７ ２.９ ―  

 自動車 
（自分で運転） 

自動車 
（同乗） 

バス ＪＲ 

釧路市（夏） ５３.３ １８.９ ２０.９ １.４ 

釧路市（冬） ５２.８ ２０.５ ２０.９ ２.１ 

釧路町（夏） ６５.６ ２３.４ ９.０ ０.６ 

釧路町（冬） ６３.３ ２４.０ １０.４ ０.６ 

厚岸町（夏） ７１.９ １５.９ １４.７ ４.８ 

厚岸町（冬） ７１.７ １７.５ １６.０ ５.３ 

浜中町 ７２.２ ２２.２ ３.２ ６.３ 

鶴居村 ６４.４ ２７.１ １.７ ― 

白糠町（夏） ５８.５ ２６.５ １４.７ ２.７ 

白糠町（冬） ５７.６ ２７.３ １５.６ ３.０ 

中標津町 ６９.６ ３０.６ １１.９ ―  

（単位：％） 

（単位：％） 

出典：市町村地域公共交通網形成計画・調査結果を加工して作成 

出典：市町村地域公共交通網形成計画・調査結果を加工して作成 



27 

 

 

表 3－９ 本地域における移動時の交通手段（買い物） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 自動車 
（自分で運転） 

自動車 
（同乗） 

バス ＪＲ 

釧路市（夏） ６０.１ １９.９ １４.２ ０.７ 

釧路市（冬） ５９.４ ２１.５ １５.２ １.１ 

釧路町（夏） ７４.８ １６.９ ４.７ ０.２ 

釧路町（冬） ７２.７ １９.６ ６.７ ０.２ 

厚岸町（夏） ６３.１ １６.９ ５.０ １.２ 

厚岸町（冬） ６１.４ １７.５ ４.７ １.３ 

浜中町 ８０.４ ２１.２ １.８ １.３ 

鶴居村 ７２.９ ２０.３ ３.４ ― 

白糠町（夏） ５８.２ ２９.９ １４.０ ３.４ 

白糠町（冬） ５７.７ ３１.２ １４.４ ３.９ 

中標津町 ８４.１ ２２.７ ４.１ ―  

（単位：％） 

出典：市町村地域公共交通網形成形成計画・調査結果を加工して作成 


